
学ぶことの意義を考える ～卒業式の話から要約～

新型コロナウイルス感染症の国内での感染拡大のような、未知なる事態に直面したと

き、どうしたらよいでしょう。

あきらめでも、人まねでもない、主体的な対応が最もよい結果を生み出します。

このような対応能力は、学びの中でこそ、大きく培われます。たくさんの知識と、そ

れらを生かす思考力。好奇心に後押しされる積極性や失敗してもまたチャレンジしてい

く努力。さらに、もう一つの強力な力として、学び合う仲間を大切にして、力を合わせ

られる能力。様々な力が、現実世界の生きた学びの中で、よりよく身に付いていきます。

（以下、略）

保護者のみなさまへ ～入学式の話から抜粋～

今、私たちは、国難とも言える大変な状況の中に置かれていますが、困難なときにこ

そ再認識させられることがあります。それは、皆様と力を合わせて、子供たちを見守り、

育てていくことがどれだけ大切かということです。

子供たちの存在は、将来に対する「希望」とも言えます。子供たちの人格の完成を目

指しつつ、今求められる資質や能力を備え、心身共に健康に育っていくよう、教職員一

同、一生懸命に指導や支援に当たります。保護者の皆様にもお力添えをいただき、子供

たちの幸せのためにどうしたらよいかということを一緒に考えていきましょう。（以下、

略）
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本年度も引き続き、校長を務めさせていただきます。どうぞ、よろしくお願いいたしま
す。
さて、４月６日には始業式を、同８日には入学式を実施いたしました。新１年生１８名

を始め、全校１１５名の子供たちで令和２年度がスタートしました。

笑顔と明るい声があふれ、楽しくて活気のある学校に！

学校の教育目標、『心身ともに健康で、個性豊かに一人あるきのできる子供を育てる』
を具現化するため、昨年度に引き続き「笑顔と明るい声があふれ、楽しくて活気のある学
校」づくりを目指し、教職員が一丸となって教育活動に取り組んでいきます。子供たちに
も、改めて「笑顔と明るい声があふれ、楽しくて活気のある学校にしていきましょう」と
呼びかけました。保護者や地域の皆様にも、ご理解いただき、ご協力いただきますようお
願い申し上げます。
関係者全員が「思いやりいっぱい、知恵いっぱい、元気いっぱい」を合い言葉に、子供

たちを精一杯応援していきましょう。

先ずは、当面、子供たちの安全・安心確保に重点を置いて教育活動を進めて参りますの
で、ご理解とご支援をお願いいたします。

 


